
「孫丈一叩？一料展」

これは 19 1 1年半亥革命を指導して中華民国をfilj態、

その後も引き統き革命の完成のために生涯を捧げた

孫文と、彼に深 〈 共鳴し中国革命を援助してついに

窓州鈴起で戦死、外国人最初jの犠牲者となった山田

良政、兄の遺志を継ぎ孫文の fllllili: として活躍し、

1925年孫文の臨終に立ち会った唯一の日本人である

山田純三日IIにかかわる資本｜である。 「革命のために奔

走 し依後まで；怠らなかっ た」 と孫文に言わしめた二
人は、 近代における日中両国人民の添い友情を象徴

するものである。

山悶家にはこのため孫文ら中｜主l革命の~白人の昔

前 型：＝画 ・ 写真など一千余点の貨危な資料が保存さ

れ、純三店II四男のj願造は生前これを撃型し、父・伯

父のヱ1:r.m を fill移しようと努力したが公開に歪らなか

った。

iJ.I iJI 良政は近j/Ji鰐踏（文・1岱の父） が日中扱抑のた

め 1 898年創立した東亜同文会の経営する南京同文書

院の教授であり、純三日IIはこ こから上海の耳目E同文

き院に移り第一JU］の卒業、 のち教授となった。 /IIH迭

もその卒業生である。

愛知l大学は来ii［向文書院大学最後の学長となった

本IUJ喜一（愛大第 2 ・ 4 代学長） らが中心となって

1 946if：：：創立され、 いわば：JlI!fil向文位院は生みの貌と

も言うべき存在である。

この縁により資料は愛知大学にJl('j られ鋭'.ti：！！監理が

進められてきたが、日中交流史のー而への酒！解を深

めていただくべく 一部を選んでここ に展示を行った。

40 



同文書院記念センター・リポート

41 



もて

42 



同文書院記念センター・リポート

43 

急先良市
Z年生~I副
手冬季身合人生

討を左足以
主主 ;i- 旬4主u' ）、．子2宣

言； t叶時~朴if

軒 ii~殺？生
・民主守時ι



44 

1993.10.16 名古屋ヒルトンホテルで開催された

「交歓会J でj射器をする

愛知大学石井吉也学長

十
月
十
六
日
、
名
古
屋
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
、
「
愛
知
大

学
東
亜
同
文
官
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

発
足
記
念
交
歓
会
」

を
開
催
し
た
。

主
に
霞
山
会
、
掘
友
会
、
東
亜
同
文
書
院
大

学
問
窓
会
、
愛
知
大

学
関
係
者
と
報
道
関
係
者
が
出
席
し
、

懇
親
を
深
め
た
。

と
り
わ
け

、

霞
山
会
、
橿
友
会
、
愛
大
の

三
者
が
こ
の
よ
う
な
形
で
一
堂
に
会
し
た
機
会
は
こ
れ
ま
で

に
例
が
な
く
、
今
回
の
交
歓
会
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な
っ
た。

会
の
進
行
は
文
学
部
藤
田
教
授
が
つ
と
め
、
関
係

者
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
く
形
で
進
行
し

た
。ま

ず
、
石
井
学
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
東
亜
同

文
書
院
大
学
が
優
れ
た
人
材
を
次
々
に
生
ん
だ
教
育

シ
ス
テ
ム
を
愛
知
大
学
も
し

っ

か
り
継
承
し
て
い
き

た
い
こ
と

、
ま
た
、

今
回
設
立
し
た
東
亜
同
文
書
院



同文書院記念センター・リポート

大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
果

た
し
た
役
割
を
再
評
価
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
強
調
さ
れ

た
。次

い
で
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員

長
で
あ
る
今
泉
教
授
が
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
過
・
主
旨
の

説
明
を
行
っ
た
う
え
、
愛
知
大
学
の
設
立
主
旨
と
も
合
致
す

る
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に

も
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
の
抱
負
を
表
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
日
の
講
演
者
で
あ
る
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の

尾
崎
秀
樹
氏
は
（
計
画
時
に
）
台
北
帝
大
在
学
中
ゆ
え
に
愛

知
大
学
編
入
を
希
望
し
た
が
、
理
科
系
学
生
で
あ
っ
た
た
め

入
学
が
出
来
な
か
っ
た
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
、
あ
ら

た
め
て
東
亜
同
文
書
院
の
建
学
の
精
神
の
国
際
性
を
－
評
価

し
、
愛
知
大
学
が
そ
れ
を
生
か
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
希
望
を
述
べ
ら
れ
た
。

霞
山
会
の
近
衛
通
隆
会
長
か
ら
は
、
東
亜
同
文
書
院
を
支

え
た
東
亜
同
文
会
の
内
容
、
本
間
学
長
に
よ
る
愛
知
大
学
の

設
立
経
過
を
紹
介
さ
れ
、
愛
知
大
学
と
霞
山
会
お
よ
び
濯
友

会
は
親
子
兄
弟
あ
る
い
は
祖
先
を
同
じ
く
す
る
親
戚
で
あ

り
、
三
者
の
今
後
の
一
層
の
緊
密
化
を
願
う
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
濯
友
会
か
ら
は
賀
来
揚
子
郎
事
務
局
長
が
、
本
年

は
こ
う
な
る
う
れ
し
い
予
感
が
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
東
亜

同
文
書
院
記
念
基
金
が
一
億
五
千
万
円
に
達
し
、
谷
光
隆
前

愛
知
大
学
教
授
ほ
か
二
人
の
方
に
記
念
賞
を
授
与
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
書
院
の
名
が
後
世
に
残
る

こ
と
が
大
変
嬉
し
い
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
伊
藤
鏡
一
愛
知
大
学
同
窓
会
会
長
か

ら
同
窓
会
と
し
て
も
セ
ン
タ
ー
設
立
の
精
神
を
継
承

し
て
い
き
た
い
と
の
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
し
て

一
同
懇
親
を
深
め
た
。

途
中
で
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
設
立
を
記
事
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
朝
日
新
聞
の
由
本
昌
敏
氏
と
、
中
日

新
聞
の
相
馬
正
氏
、
現
在
こ
の
件
を
取
材
中
の
N
H

K

の
福
田
哲
夫
氏
か
ら
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
由

本
氏
は
書
院
の
偉
大
さ
を
知
り
、
書
院
と
愛
犬
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
、
相
馬
氏
か
ら
は
書
院
を
通
し
て

教
育
の
原
点
を
知
り
、
愛
知
大
に
は
ま
さ
に
知
を
愛

す
る
大
学
に
な
っ
て
欲
し
い
、
福
田
氏
か
ら
は
、
天

安
門
事
件
時
に
中
国
に
居
た
こ
と
か
ら
中
国
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
も
多
大

な
関
心
を
も
っ
て
い
る
、
と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
た
。

次
い
で
、
今
回
記
念
出
版
さ
れ
た
小
冊
子
「
東
亜

同
文
書
院
大
学
と
愛
知
大
学
」
の
各
執
筆
者
で
あ
る

元
ル
ー
マ
ニ
ア
特
命
大
使
の
小
崎
昌
業
氏
、
元
N
H

K

解
説
委
員
の
小
林
一
夫
氏
、
元
読
売
新
聞
社
編
集

委
員
の
釜
井
卓
三
氏
、
文
学
部
藤
田
教
授
が
そ
れ
ぞ

れ
の
執
筆
意
図
を
開
陳
さ
れ
た
。

出
席
者
一
向
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
い
想
い
を
胸
に
抱
き

つ
つ
、
交
歓
会
を
終
了
し
た
。
ホ
テ
ル
の
外
は
名
古

屋
祭
り
も
真
最
中
で
あ
り
、
内
外
と
も
に
祝
賀
気
分

の
盛
り
上
が
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。
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